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取組前の課題と背景 

府中市の習慣化アプリ「みんチャレ」を 
活用したフレイル予防事業 







介護予防推進センターと地域包括支援センター
（市内11カ所）に介護予防の専任担当として

介護予防コーディネーター（KC）を
各1名配置
市とKCにて月1の定例会議を設け
相談しながら地域の介護予防を推進中
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取組内容 

府中市の習慣化アプリ「みんチャレ」を 
活用したフレイル予防事業 





























27 今後の展望 

● 地域での自走化にチャレンジ中！ 
○ 令和4年度より地域包括推進センターの職員がみ

んチャレ講座の講師を担当し、講座を実施 
○ 他の包括職員もヘルプで講座に同席。 

 
 
 
● 介護予防効果の実証にチャレンジ中！ 

○ 東京都ウェルネス実証に採択され、みんチャレ利
用による介護予防効果をKDBデータと紐付けて試
算予定。 

○ （参考プレスリリース）https://a10lab.com/news-20220711/  

包括職員が講師を担当

東京都実証の実施スキーム図
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トークセッション 

府中市の習慣化アプリ「みんチャレ」を 
活用したフレイル予防事業 



Q1：事業開始にあたり苦労した点・工夫した点  29 

● 感染対象を遂行すると、高齢者の虐弱が進んでしまい、このままではいけないと
危機感があったので、できることからフレイル対策を行おうと検討した。 

● 介護予防事業でのICT活用は、環境的にも手技的にも事業を委託する包括支援
センターのハードルが高かったので、エーテンラボとの定例会議で疑問点や課題
を出し合い、すり合わせなどを行なっている。 

包括職員向けみんチャレ研修（令和3年・4年の年度始めに実施） 包括職員とのみんチャレ定例会議（毎月）



Q2：予算確保のための財政担当への説明で苦労した点・工夫した点  30 

● 財源と契約形式 
○ 一般会計（介護予防事業費） 
○ 東京都の補助金活用（令和3年度から2年連続活用）「新しい日常における介

護予防・フレイル予防活動支援事業補助金」 
○ 随意契約、業務委託契約 



Q3：事業の成果をあげるために苦労している点・工夫している点  31 

● 高齢者がアプリを継続して、使い続けるために、操作が困難な時に対応できる仕
組みを作る（相談窓口、茶話会） 

● みんチャレ講座参加者を集めるために、スマホ教室の実施、広報に力を入れる 
● みんチャレ講座を担当する包括、介護予防推進センター職員への研修、情報共

有 


